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 近年、日本のと畜場注 1）は、食肉産業の転換期にお

いて再編整備が急務となっている。コールドチェー

ン技術の発展や消費者ニーズの変化により、食肉の

流通範囲が拡大し、供給体制が大きく変化している

が、国内のと畜場は老朽化が進み、施設数は過去数

十年で大幅に減少している。施設の統廃合が進む中、

衛生基準の強化や食肉処理能力の維持・向上が求め

られている。注2）

　また、日本における工場、とりわけと畜場に関す

る建築的検討はこれまで十分に扱われてこなかっ

た。五十嵐ら注 3）が「ビルディングタイプの解剖学」

で工場を取り上げているのに対し、日本建築学会注

4）「第 3 版コンパクト建築設計資料集成」では、工

場に関する項目が削除されており、工場建築が建築

的視点からあまり扱われていない現状が浮き彫りに

なっている。

　一方で、と畜場は食肉処理としての機能だけでな

く、現代社会における食育の重要な場としての役割

を担っている。消費者が食肉生産の過程を理解する

ことで、食の安全や生命に対する意識が高まり、食

育活動の一環としてと畜場の開放が求められてい

る。（図 1-1）

　本研究では、と畜場の再編整備に向けた空間構成

および施設運営の在り方について、以下の 2つから、

地域社会との関係を強化し、消費者の理解を促進す

るために、これからのと畜場の開かれ方を明らかに

することを目的とする。

1）全国のと畜場の立地特性、配置計画、平面計画、

見学者通路の設置方法を分析し、これらが地域社会

や消費者との関係にどのような影響を与えているか

を明らかにする。

2）従事者および見学者の施設の運営実態や食育活

動への意識を把握する。

と畜場に関する研究は、海外や再編前の事例を研究

対象とし、処理技術や経営・生産、衛生分野に焦点

を当てたものが多く存在するが、工場における作業

環境の改善や動線計画に関する既存研究では、効率

性向上や衛生管理の向上に重きが置かれている一方

で、実際の施設利用者（管理者・作業者・見学者）

の使用実態や意識に基づく空間構成の検討が十分に

行われていない。

1）ハード面の既往研究

甲斐は注 6）、食肉処理施設における効率化、高付加価

値化、衛生基準向上の 3 つの課題を挙げ、稼働率低

下とコストアップという難題に対応するため、既存

施設の統廃合や衛生管理の強化が今後の再編計画に

おいて重要であると指摘した。宮坂注 9）は、米国の

食肉処理施設においては、移民労働者が作業を主導

し、ロボット技術の導入は一部に留まっていること

を示し、アニマルウェルフェアの厳格な規定と自主

的な監査の重要性を指摘した。

2）ソフト面の既往研究

園田ら注 7）は、アニマルウェルフェアが欧州におけ

る牛肉生産の生産性や消費者への付加価値に与える

影響を指摘し、今後、日本でもアニマルウェルフェ

アと経済性を両立させた生産システムの構築が必要

であることを示した。田中注 8）は、小学生の動物の

死に対する理解と個人差を明らかにし、と畜場見学

が体験学習として適切でない可能性を示唆した。

　これらの既往研究より、社会への公開性を考慮し

た空間構成や従事者・利用者の使用実態などの建築

分野の研究は見出されなかった（図 1-2）。
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　と畜場名簿注 2）で確認できた、全国のと畜場

172 ヶから、と畜業務を運営している施設 161 ヶ（北

海道地方 14 ヶ、東北地方 19 ヶ、関東地方 30 ヶ、

中部地方 18 ヶ、近畿地方 16 ヶ、中国地方 8 ヶ、四

国地方 10 ヶ、九州地方 45 ヶ）を調査対象とした。

（2023 年 4 月時点）また、主要対象施設として、愛

知県と静岡県の施設で見学及びヒアリングが受け入

れられた、公共団体または民間団体が設置した施

設 2 ヶずつ、公共団体が設置した近年新設された京

都府の 1 ヶ、計 5 ヶを主要の研究対象とした。( 図

　立地特性は、「都市集中型」「都市郊外分散型」「都

市郊外農村分散型」の 3 つの類型が得られ、地域ご

との特徴的な配置が見られた。と畜場は都市部から

距離を取る傾向があり、都市近接の施設では塀を設

け、外部からの視覚的距離を保つ設計が一般的であ

る。一方、ＫＹでは景観条例に適合させ、塀のない

開かれた設計がなされていた（図 3-1）。

　空間構成と動線計画では、「並列型」「分棟型」の

2つの形式と、「往復型」「周回型」の動線が得られた。

特に KY や NGO は「並列往復型」となり、効率的に

作業動線を確保していた。一方、郊外施設では「分

棟周回型」が多く、動線が複雑になる傾向が見られ

た。（図 3-2）

　見学者を受け入れている施設は全国で 27 ヶであ

る（図 4-1)。

1）全国 161 ヶに対し、Google マップや電話・メー

ルを用いて立地調査をし、質問を行った。（表 2-1）

2）主要対象施設 5ヶに対し、平面図の収集と施設

見学、従事者ヒアリングを行い、食育の実態を調査

した。

3）3章で立地特性、配置・平面計画、ボリューム構成、

4 章で見学者通路の設置形態、5 章で従事者の意向を

まとめ、分析をする。

研究構成を示す（図 1-3)。
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　見学者通路の設置形態と断面構成からの比較を示

した（図 4-1）（図 4-2）「見上げ型」と「見下げ型」

の 2 種類の通路設置方法が確認された。「見上げ型」

は、近距離で作業が見られるため食育効果が高いが、

スペースや通路幅の制約が課題となる（NGO）。都市

型の施設では複層構造を採用し、「見下げ型」の通

路で見学が可能で、衛生管理と安全性が強化されて

いた（KY、HM）。
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　都市型施設と郊外型施設の見学者通路の設置方法

には大きな違いが見られた（図 6-1）。都市型施設、

特に京都市中央卸売市場第二市場では、複層構造を

採用し、見下げ型の見学者通路が設置されていた。

これにより、都市型施設は限られたスペースで効率

的な見学者受け入れを実現し、衛生管理や安全性も

確保された。一方、郊外型施設では、広い敷地によ

り単層の見上げ型通路が多く見られた。リアルな作

業風景を近くで見学できるものの、見学者数の制約

や衛生面でのリスクが課題となった。都市型施設で

は、食肉処理の過程を消費者に可視化し、施設の透

明性を高めることが求められる一方、郊外型施設で

は、食育の体制整備が将来的な課題となった。

　立地特性や平面構成（3 章）、見学者通路の設置状

況と食育活動に対する施設の積極性（4 章）を基に、

得られた管理者の意向（5章）を Z軸として加えた

NGO

HM

KY

NGO、KY、HM では積極的に見学者受け入れを行い、

食育活動に力を入れている姿勢が確認された。特に

名古屋では、見学者が作業を間近で見ることができ

るため、食肉処理の透明性が高まっている。一方、

老朽化施設では見学者受け入れが困難で、他の方法

で食育活動を行っていることが確認された。

　作業場の利用実態と見学者受け入れ態勢から、施

設の課題と食育活動に対する意向を明らかにした。

京都のように開かれた施設運営を行っている施設

ほど地域との連携が強化されている一方、閉鎖的な

計画の施設では地域住民への配慮から臭いや迷惑を

避けるための設計が多く見られた。施設運営の方針

が食育活動に直接影響を与えることが明らかにな

り、今後の施設

再編では地域社会との関係強化を重視する運営が求

められることが示唆された。

　NGO、KY、HM では見学通路が設置され、DVD やス

ライドを用いた事前学習と併用する形で見学が行わ

れていた。これにより、見学者が食肉処理の流れを

効果的に理解できる環境が整っていることが確認さ

れた。課題としては、通路幅の制約や古い施設にお

けるエレベーター未設置の問題が挙げられる（HM）。
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　本研究では、と畜場が目指すべき開かれ方をを明

らかにすることであり、以下の成果が得られた。

　全国のと畜場を調査し、立地特性、配置計画、平

面構成に基づく施設分類を行った結果、都市型施設

では「並列型・往復動線」、郊外型施設では「分裂型・

周回動線」の傾向が見られた。都市型では作業効率

を重視し、住宅地との調和を図った親しみやすい設

計が採用されている一方、郊外型では敷地の広さを

活かし、広範な施設配置が行われていることが確認

された。

　都市型施設では見学者通路を積極的に設け、消費

者に対して透明性を高めるための食育活動が行われ

ていた。特に、KY は、見学者の安全を確保しつつ地

域社会に開かれた施設運営を実現しており、他施設

においてもこのような設計が求められる。一方、郊

外型施設では、見学者通路が限定的であり、施設運

営の課題として物理的な制約が残っていることが指

摘された。（施設 MK, 施設 OGS）

クロス分析を行った（図 6-2）。この結果、特に食育

への積極性が高い施設では、施設運営が外部に対し

て開かれ、地域社会や消費者との連携が強化されて

いることが明らかになった。食育に対する積極性や

地域社会との関係強化は、施設計画や運営方針に大

きな影響を与えており、特に都市型施設では、開か

れた施設運営が今後のと畜場に求められる重要な要

素であることが示された。郊外型施設においても、

地域社会との連携を強化し、施設の透明性を高める

ための施策が今後の課題として浮かび上がった。
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